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て矧!.-･したがい,恥こ批npr随 について窮 2化糊の 2
化供出助虫の分散が,開場でどの将に行われるかが謂
嬰な.配clある邪を考え,=三の鋼敷浪に考察を試みたo










































酢蛸 珊瑚 晩,続過舶 隅 の簸鮒 現,縛の晶硬漁
に耕覆法其仙色々の鮮肉によって,当然甚しく密つで
くることが想倣される0 20-30日El剥二線被累壁の櫓
仙 洞 輝く離断渦 している株)内に撃しく,幼虫の贈
化后30aF=粒 は撒妹の分藁の約60JO,o'が被害を受けて
いるoLか湖 審雛 同時に憶株の脚 に隣る 塵 みI







































































































































































































よそ桐 雌 の榊IL汲佃 勺な推移をたどるはず ごあるo
幼淡の梧ない被告BI=:の叩即 位 放けるかけ離れた珊 耶
及び如上胤 こよる有功篭の腔数分和の日を泊って瑚 架
移状況から,榊耶個 から稜の二二化粧 抱の移脚 蛸虹
騒射こよる桁顎の搭撰のみによるのではないらしいこ
とが判るD劫血やニト存挙は糧過り矧か-のものの抑こ
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8.DDT液剤中の p,p′-DDT の定量について (DDT の定量に関する研免 弟 女報)
沢田昌之 ･高野武史助 ･大LIJ稔 (京都大学化学研究所武原研究鼓)弧 2.28受理
我利息さきにD工)T原未申の有効成分p,p′-DpT
の含有敦を股塩酸反舟に依って定盤す恵方触 発盈L 酸場数授妃輝く御礼取上げるQ倍率耐寒郎 党帝
た-)中英後引続いTeDDT各様数式弼Ⅰのp,p ′-DT)T '離 し学研究栗に依った雄緋 撒 する｡
鱒
茶駅東を符ふに当｣1終始御懇切な御欄醇TL･賜った
